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⼭⼝県内の医療圏別の看護職員数（⼈⼝10万対 平成28年12⽉現在）
平成28年度衛⽣⾏政報告書より
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「地域共生社会」の実現に向けて

（当面の改革工程）

平成29年2月7日

厚生労働省 「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部
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「地域共生社会」の実現が求められる背景

歴史的に見ると、かつて我が国では、地域の相互扶助や家族同士の助け合いにより、

人々の暮らしが支えられてきた。日常生活における不安や悩みを相談できる相手や、

世帯の状況の変化を周囲が気づき支えるという人間関係が身近にあり、子育てや介護

などで支援が必要な場合も、地域や家族が主にそれを担っていた。

戦後、高度成長期を経て今日に至るまで、工業化に伴う人々の都市部への移動、個

人主義化や核家族化、共働き世帯の増加などの社会の変化の過程において、地域や家

庭が果たしてきた役割の一部を代替する必要性が高まってきた。これに応える形で、

疾病や障害・介護、出産・子育てなど、人生において支援が必要となる典型的な要因

を想定し、高齢者、障害者、子どもなどの対象者ごとに、公的な支援制度が整備され、

質量ともに公的支援の充実が図られてきた。

（「縦割り」の限界を克服する必要性）

しかしながら、昨今、様々な分野の課題が絡み合って複雑化したり、個人や世帯単

位で複数分野の課題を抱え、複合的な支援を必要とするといった状況がみられ、対象

者ごとに『縦割り』で整備された公的な支援制度の下で、対応が困難なケースが浮き

彫りとなっている。例えば、介護と育児に同時に直面する世帯（いわゆる「ダブルケ

ア」）や、障害を持つ子と要介護の親の世帯への支援が課題となっている。また、精

神疾患患者や、がん患者、難病患者など、地域生活を送る上で、福祉分野に加え、保

健医療や就労などの分野にまたがって支援を必要とする方も増えてきている。

さらに、急速な人口減少が進んでおり、地域によっては、利用者数が減少し、専門

人材の確保が困難になることで、対象者ごとに公的支援の提供機関を安定的に運営す

ることが難しくなってきている。

地域における多様な支援ニーズに的確に対応していくためには、公的支援が、個人

の抱える個別課題に対応するだけでなく、個人や世帯が抱える様々な課題に包括的に

対応していくこと、また、地域の実情に応じて、高齢・障害といった分野をまたがっ

て総合的に支援を提供しやすくすることが必要となっている。

これが、公的支援のあり方を『縦割り』から『丸ごと』へと転換する改革が必要な

背景である。

（「つながり」の再構築の必要性）

このような公的支援制度の課題に加えて、人々の暮らしにおいては、「社会的孤立」

の問題や、制度が対象としないような身近な生活課題（例：電球の取り換え、ごみ出

し、買い物や通院のための移動）への支援の必要性の高まりといった課題が顕在化し

ている。また、軽度の認知症や精神障害が疑われ様々な問題を抱えているが公的支援

制度の受給要件を満たさない「制度の狭間」の問題も存在する。

こうした課題の多くは、かつては、地域や家族などのつながりの中で対応されてき

【資料16】

－学生確保（資料）－46－

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示

FMV
ハイライト表示



- 2 -

た。しかし、高齢化や人口減少の急速な進行を背景に、地域でのつながりは弱まって

いる。また、高齢化や生涯未婚率の上昇により、高齢者のみの世帯や単身世帯の増加

などにより、家庭の機能の低下も生じている。さらに、会社への帰属意識が低下し、

職場での人間関係も希薄化する傾向にある。このような日常の様々な場面における

「つながり」の弱まりを背景に、「社会的孤立」や「制度の狭間」などの課題が表面

化している。

かつての我が国がそうであったように、人生における様々な困難に直面した場合で

も、人と人とのつながりにおいて、お互いが配慮し存在を認め合い、そして時に支え

合うことで、孤立せずにその人らしい生活を送ることができる。また、公的支援が「支

え手」「受け手」という固定した関係の下で提供されるのに対し、人と人とのつなが

りや支え合いにおいては、支援の必要な人を含め誰もが役割を持ち、それぞれが、日々

の生活における安心感と生きがいを得ることができる。このような人と人とのつなが

りの再構築が求められている。

地域は、高齢者、障害者、子どもなど世代や背景の異なるすべての人々の生活の本

拠である。地域を基盤として人と人とのつながりを育むことで、誰もが尊重され包摂

を受けながら、その人らしい生活を実現できる社会を構築していくことにつながる。

また、今後、高齢化により、より多くの人の生活の中心が職場から地域に移っていく。

人々の生活の基盤としての地域の重要性が一層高まる中、地域において、住民がつな

がり支え合う取組を育んでいくことが必要となっている。

このようなつながりのある地域をつくる取組は、自分の暮らす地域をより良くした

いという地域住民の主体性に基づいて、『他人事』ではなく『我が事』として行われ

てこそ、参加する人の暮らしの豊かさを高めることができ、持続していく。また、社

会保障などの分野の枠を超えて地域全体が連帯し、地域の様々な資源を活かしながら

取り組むことで、人々の暮らしにも地域社会にも豊かさを生み出す。

これが、『我が事』・『丸ごと』の地域づくりを育む仕組みへと転換していく改革が

必要な背景である。

（「地域共生社会」の目指すもの）

「地域共生社会」とは、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」とい

う関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』として参画し、人と人、

人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、住民一人ひとりの暮らし

と生きがい、地域をともに創っていく社会を目指すものである。

厚生労働省においては、「地域共生社会」の実現を基本コンセプトとして、今後の

改革を進めていく。予算による対応に加え、本年の介護保険制度の見直し、平成30

年度の介護・障害福祉の報酬改定、さらには、平成30年度に予定される生活困窮者

自立支援制度の見直しなど、2020年代初頭の全面展開を目指し改革を実行していく。
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「2040年を見据えた社会保障の将来見通し（議論の素材）」に基づく

マンパワーのシミュレーション

平成30年５月21日

厚生労働省
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（注１） ［ ］内は就業者数全体に対する割合。
（注２） 需要の低下について、高齢期の受療率低下は、入院・外来で2.5歳分程度受療率低下、介護では１歳分程度認定率低下を仮定。

（注３）医療福祉分野における就業者の見通しについては、①医療・介護分野の就業者数については、それぞれの需要の変化に応じて就業者数が変化すると仮定して就業者数を計
算。②その他の福祉分野を含めた医療福祉分野全体の就業者数については、医療・介護分野の就業者数の変化率を用いて機械的に計算。③医療福祉分野の短時間雇用者
の比率等の雇用形態別の状況等については、現状のまま推移すると仮定して計算。
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【就業者数全体5,654万人】

医療・介護の需要が低下した場合 ▲８１万人［▲1.4％pt］

生産性が向上した場合 ▲５３万人［▲0.9％pt］

両方の効果を合わせた場合 ▲１３０万人［▲2.3％pt］

シミュレーション結果 （2040年度）

医療福祉分野における就業者数

984
［17.4%］

計画ベース 需要低下 生産性
向上

（万人）

1,012
［17.9%］

需要低下と
生産性向上

935
［16.5%］

医療

介護

1,065
［18.8%］

931
［14.7%］

（参考）
2025年度
計画ベース

その他
の福祉
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シミュレーション結果（医療・介護の患者数・利用者数および就業者数）

2018年度 2025年度 2040年度

患者数・

利用者数
等

（万人）

医
療

入院 132 129 131

外来 783 787 731

介
護

施設 104 117 148

居住系 46 56 70

在宅 353 412 464

就業者数
（万人）

医療福祉分野におけ
る就業者数

823
[12.5%]

906
[14.3%]

984
[17.4%]

医療 309 316 309

介護 334 392 461

（１）需要低下

※ 患者数はある日に医療機関に入院中又は外来受診した患者数。利用者数は、ある月における介護サービスの利用者数であり、総合事業等における利用者数を含まない。
※ 就業者数欄の「医療福祉分野における就業者数」は、医療・介護分に、その他の福祉分野の就業者数等を合わせた推計値。医療分、介護分ともに、直接に医療に従事する

者や介護に従事する者以外に、間接業務に従事する者も含めた数値である。［ ］内は、就業者数全体に対する割合。

2018年度 2025年度 2040年度

就業者数
（万人）

医療福祉分野におけ
る就業者数

823
[12.5%]

920
[14.5%]

1,012
[17.9%]

医療 309 317 312

介護 334 402 479

（２）生産性向上
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新たな児童虐待防止対策体制総合強化プラン 

                令和４年 12 月 15 日 

児童虐待防止対策に関する関係府省庁連絡会議決定 

 

１．目 的 

児童虐待防止対策については、これまで「児童虐待防止対策の強化に

向けた緊急総合対策」（平成 30 年７月 20 日児童虐待防止対策に関する

関係閣僚会議（以下「関係閣僚会議」という。）決定）、「児童虐待防止対

策体制総合強化プラン」（平成 30 年 12 月 18 日児童虐待防止対策に関す

る関係府省庁連絡会議（以下「関係府省庁連絡会議」という。）決定）、

「『児童虐待防止対策の強化に向けた緊急総合対策』の更なる徹底・強

化について」（平成 31 年２月８日関係閣僚会議決定）、「児童虐待防止対

策の抜本的強化」（平成 31 年３月 19 日関係閣僚会議決定）等も踏まえ

て、取組を進めてきた。 

しかしながら、全国の児童相談所における児童虐待相談対応件数は依

然として一貫して増加しており、虐待により死亡する事件は後を絶たな

い。このような状況を受けて、本年６月の通常国会で成立した児童福祉

法等の一部を改正する法律（令和４年法律第 66 号。以下「令和４年改

正児童福祉法」という。）や令和５年４月からのこども家庭庁創設も踏

まえた新たな総合的な対策である「児童虐待防止対策の更なる推進につ

いて」（令和４年９月２日関係閣僚会議決定。以下「更なる推進」とい

う。）を策定した。 

また、昨今いわゆる宗教２世に対し、宗教の信仰を理由とする児童虐

待への対応の必要性についても指摘されているところ。 

このような状況も踏まえ、児童相談所や市町村の体制強化を計画的に

進めるとともに、児童虐待防止対策を更に進めていくため、児童虐待防

止対策体制総合強化プランに代わり新たに「新たな児童虐待防止対策体

制総合強化プラン」を策定する。 

児童虐待防止対策の強化に向け、国・自治体・関係機関が一体となっ

て必要な取組を引き続き強力に進めていく。 
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新たな児童虐待防止対策体制総合強化プランの目標

人程度 →
人程度
【注１】

＋ 1,060 人程度

うち
スーパーバイザー 960 人程度 → 1,210 人程度 ＋ 250 人程度

人程度 → 人程度 ＋ 950 人程度

計画期間（令和５年度から令和８年度まで）

令和４年度実績 配置目標 増員数

【注１】令和６年度までに6,850人程度を目標とする。

【注２】こども家庭センターについては、令和６年度の施行に向けて必要な体制等について検討を行い、その検討結果
　を踏まえ、令和５年中に目標設定を行う。

【注３】進捗状況等を踏まえ、必要に応じて目標の前倒し等の見直しを行うことがあり得る。

【児童相談所】

児童福祉司 5,780 6,850

児童心理司 2,350 3,300
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周南公⽴⼤学 御中 

周南公⽴⼤学 新設学部設置構想についてのアンケート調査 

⾼校⽣アンケート ご報告書 

2022 年 12 ⽉ 16 ⽇ 
株式会社⾼等教育総合研究所 
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株式会社⾼等教育総合研究所 3 

 

設置構想についてのアンケート調査概要 
 

⽬ 的 
周南公⽴⼤学が令和 6（2024）年 4 ⽉に設置を構想している３学部５学科（以
下の別表１）について、本アンケート調査により学⽣確保の⾒通しを測ることを
⽬的とする。 

対 象 
周南公⽴⼤学既存学部への志願状況、学⼒⽔準および所在地等を踏まえて、調査
対象⾼校を選定した。アンケート対象者は令和 6（2024）年に⼤学⼊試を受験す
る可能性が最も⾼い、令和 4（2022）年度現在の⾼校 2 年⽣とした。 

時 期 令和 4 年 10 ⽉〜12 ⽉ 

調 査 ⽅ 法 
各校の教職員の監督の元で、アンケート⽤紙と学部学科概要を配布し、調査を実
施。 

調 査 内 容 
選択肢式の 10 問。 
回答者の基本情報（居住地、性別、希望進路）、周南公⽴⼤学が設置構想中の 3
学部 5 学科への受験・⼊学意志等。 

回 収 件 数 116 校 15,783 件 
 
 
＜別表１＞ 

学部名 学科名 
経済経営学部 経済経営学科 
⼈間健康科学部 スポーツ健康科学科 

看護学科 
福祉学科 

情報科学部 情報科学科 
※学部学科名称はいずれも仮称である。 
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株式会社⾼等教育総合研究所 4 

 

学⽣確保の⾒通しについての考察 
 周南公⽴⼤学が構想する新設学部への進学意向では、いずれかの学部学科へ「受験したい」が
6,009 ⼈、「⼊学したい」が 1,325 ⼈、「⼊学するか検討したい」が 4,608 ⼈となっている。 

学部学科ごとの集計値は以下の通り。いずれの学部学科も全て予定する⼊学定員を上回る⼊学
意欲が集まっている。 
 

問７、問８の集計結果より ⼊学定員 受験したい ⼊学したい ⼊学を検討 

 経済経営学部「経済経営学科」 160 名 2,039 ⼈ 460 ⼈ 1,556 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「スポーツ健康科学科」 80 名 1,140 ⼈ 257 ⼈ 865 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「看護学科」 80 名 1,256 ⼈ 301 ⼈ 937 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「福祉学科」 60 名 556 ⼈ 121 ⼈ 425 ⼈ 

 情報科学部「情報科学科」 100 名 1,018 ⼈ 186 ⼈ 825 ⼈ 

合計   6,009 ⼈ 1,325 ⼈ 4,608 ⼈ 

※学部学科名称は全て仮称 

 
 また、問３の⾼校卒業後の希望進路で「進学」を選択した 14,179 件と、上記の件数とのクロス
集計の結果は以下の表の通りである。 

問３、問７、問８の集計結果より ⼊学定員 受験したい ⼊学したい ⼊学を検討 

 経済経営学部「経済経営学科」 160 名 1,866 ⼈ 408 ⼈ 1,438 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「スポーツ健康科学科」 80 名 987 ⼈ 220 ⼈ 751 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「看護学科」 80 名 1,208 ⼈ 280 ⼈ 911 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「福祉学科」 60 名 507 ⼈ 110 ⼈ 387 ⼈ 

 情報科学部「情報科学科」 100 名 910 ⼈ 157 ⼈ 746 ⼈ 

合計   5,478 ⼈ 1,175 ⼈ 4,233 ⼈ 

※学部学科名称は全て仮称 

「進学」、とのクロス集計の結果、各学部学科の「⼊学したい」の⼈数は予定する⼊学定員の経
済経営学部「経済経営学科（仮称）」は 2.6 倍、⼈間健康科学部の「スポーツ健康科学科（仮称）」
は 2.8 倍、「看護学科（仮称）」は 3.5 倍、「福祉学科（仮称）」は 1.8 倍、情報科学部「情報科学科
（仮称）」は 1.6 倍となっている。 

以上の結果より、周南公⽴⼤学が 2024（令和 6）年 4 ⽉に設置構想するいずれの学部学科も、
予定する⼊学定員を上回る結果となっているため、新設学部学科の学⽣確保については、⼗分可
能であると考えられる。 
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調査結果について 
① 回答者の基本情報（居住地、性別）-問１、問２ 
回答者の居住地は、周南公⽴⼤学の所在地である「⼭⼝県」が 4,588 件（29.1％）で最も多く、

「広島県」が 3,532 件（22.4％）、「岡⼭県」が 1,571 件（10.0％）と続いている。それらを含む中
国地⽅の居住者が 7割近い結果となっている。 
 回答者の性別は「男性」が 7,072 件（44.8％）、「⼥性」が 8,325 件（52.7％）、「回答しない」が
340 件（2.2％）で、「⼥性」の⽅が「男性」よりも多くなっている。 
 

居住地 

選択肢 件数 選択肢 件数 

岡⼭県 1,571 佐賀県 1 

広島県 3,532 ⻑崎県 524 

⼭⼝県 4,588 熊本県 114 

⿃取県 361 ⼤分県 240 

島根県 911 宮崎県 496 

⾹川県 628 ⿅児島県 142 

徳島県 83 沖縄県 8 

愛媛県 1,791 その他 28 

⾼知県 372 無回答 19 

福岡県 374   
 

 

性別 

選択肢 件数 

男性 7,072 

⼥性 8,325 

回答しない 340 

無回答 46 
 

 

中国地⽅, 
10,963件, 

69.5%

中国地⽅以外, 
4,820件, 
30.5%

岡⼭県
10.0%

広島県
22.4%

⼭⼝県
29.1%⿃取県

2.3%

島根県
5.8%

四国地⽅
18.2%

九州・沖縄地⽅
12.0%

その他
0.2%

無回答
0.1%

男性
44.8%⼥性

52.7%

回答しない, 2.2% 無回答, 0.3%
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② 回答者の希望進路、学問分野など-問３、問４ 
回答者が⾼校卒業後に希望する進路は、「進学」が 14,179 件（89.8％）で約 9割となっており、 

「就職」が 856 件（5.4％）、「現時点では未定」が 716 件（4.5％）と続いている。 
回答者の志向する学問分野は、「⽂系志向」と「どちらかといえば⽂系志向」の合計が、7,426 件
（47.1％）、「理系志向」と「どちらかといえば理系志向」の合計が、5,889 件（37.3％）となり、
⽂系分野が理系分野よりも多くなっている。 

希望進路 

選択肢 件数 

進学 14,179 

就職 856 

現時点では未定 716 

無回答 32 
 

 
志向する学問分野 

選択肢 件数 

⽂系志向 5,694 

どちらかといえば⽂系志向 1,732 

理系志向 4,307 

どちらかといえば理系志向 1,582 

現時点では決まっていない 1,533 

その他 874 

無回答 61 
 

 

 

進学, 89.8%

就職, 5.4%

現時点では未定, 4.5% 無回答, 0.2%

⽂系, 7,426件, 
47.1%理系, 5,889件, 

37.3%

⽂系志向

36.1%

どちらかとい

えば⽂系志向

11.0%

理系志向

27.3%

どちらかといえば

理系志向

10.0%

現時点では決

まっていない

9.7%

その他

5.5%

無回答, 0.4%
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③ 進学先の学部学科等を決定する際に重視すること-問５ 
回答者に進学先の学部学科等を決定する際に重視することを質問したところ、「学部・学科

等の学びの分野」が 10,919 件（69.2％）で最も多く、「取得可能な資格」が 6,472 件（41.0％）、
「就職状況のよさ」が 6,269 件（39.7％）と続いている。 
 
 

選択肢 件数 

学部・学科等の学びの分野 10,919 

取得可能な資格 6,472 

就職状況のよさ 6,269 

校舎・施設の充実度 3,289 

学費 4,812 

奨学⾦制度の充実度 833 

学校の伝統・知名度 1,098 

アクセス・⽴地 3,159 

⼊試の難易度・⼊試科⽬ 4,828 

 
 
 

 

69.2%

41.0%

39.7%

20.8%

30.5%

5.3%

7.0%

20.0%

30.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

学部・学科等の学びの分野

取得可能な資格

就職状況のよさ

校舎・施設の充実度

学費

奨学⾦制度の充実度

学校の伝統・知名度

アクセス・⽴地

⼊試の難易度・⼊試科⽬

【資料20】

－学生確保（資料）－65－



  
株式会社⾼等教育総合研究所 8 

 

 
④ 志望校選びの際に誰の意⾒を参考にするか-問６ 
回答者に志望校選びの際に誰の意⾒を参考にするかと質問したところ、「主に⺟親」が

5,260 件（33.3％）で最も多く、ついで「⾼校教員」が 4,366 件（27.7％）である。 
回答者の家族である⽗⺟や兄弟姉妹の意⾒を参考にすると回答した者の合計が、7,450 件

（47.2％）と約半数を占める結果となっている。 
 

選択肢 件数 

主に⽗親 1,549 

主に⺟親 5,260 

兄弟姉妹 641 

⾼校教員 4,366 

塾・予備校教職員 1,048 

先輩・友⼈ 1,027 

その他 1,806 

無回答 86 

 
 

 

家族
47.2%

主に⽗親

9.8%

主に⺟親

33.3%

兄弟姉妹

4.1%

⾼校教員

27.7%

塾・予備校教職員

6.6%

先輩・友⼈

6.5%

その他

11.4%

無回答,0.5%
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⑤ 新設学部学科への受験意向-問７ 

回答者の新設学部学科への受験意向は、経済学部「経済経営学科（仮称）」が 2,039 件
（12.9％）と最も多く、⼈間健康科学部「看護学科（仮称）」が 1,256 件（同 8.0％）、「⼈間
健康科学部「スポーツ健康科学科（仮称）」が 1,140 件（同 7.2％）、情報科学部「情報科学科
（仮称）」が 1,018 件（同 6.4％）、⼈間健康科学部「福祉学科（仮称）」が 556 件（3.5％）で
ある。 

新設学部学科のいずれかを「受験したい」とする者の合計は、6,009 件（全体の 38.1％）で
あった。 

選択肢 件数 

 経済経営学部「経済経営学科（仮称）」を受験したい 2,039 

 ⼈間健康科学部「スポーツ健康科学科（仮称）」を受験したい 1,140 

 ⼈間健康科学部「看護学科（仮称）」を受験したい 1,256 

 ⼈間健康科学部「福祉学科（仮称）」を受験したい 556 

 情報科学部「情報科学科（仮称）」を受験したい 1,018 

 いずれの学科も受験したいと思わない 9,117 

無回答 657 

 
 

 

※学部学科名称は全て仮称 
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⑥ 新設学部学科への⼊学意向-問８ 

回答者の周南公⽴⼤学が構想する新設学部学科を受験したいと回答した者の⼊学意向は、「⼊学
したい」が 1,325 ⼈、「⼊学するか検討したい」が 4,608 ⼈となっている。 

 
新設学部学科への受験・⼊学意向の内訳は以下の通りである。 
問７、問８の集計結果より ⼊学定員 受験したい ⼊学したい ⼊学を検討 

 経済経営学部「経済経営学科」 160 名 2,039 ⼈ 460 ⼈ 1,556 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「スポーツ健康科学科」 80 名 1,140 ⼈ 257 ⼈ 865 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「看護学科」 80 名 1,256 ⼈ 301 ⼈ 937 ⼈ 

 ⼈間健康科学部「福祉学科」 60 名 556 ⼈ 121 ⼈ 425 ⼈ 

 情報科学部「情報科学科」 100 名 1,018 ⼈ 186 ⼈ 825 ⼈ 

合計   6,009 ⼈ 1,325 ⼈ 4,608 ⼈ 

 
※学部学科名称は全て仮称 

 
上表の通り、周南公⽴⼤学が構想する新設学部学科に「⼊学したい」と回答した件数は、各学

部学科とも⼊学定員を上回る結果となっている。 
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⑥ 受験の際に利⽤したい⼊試⽅法-問９ 

周南公⽴⼤学の新設学部学科を「受験したい」と回答した 6,009 件に対し、受験の際に利⽤
したい⼊試⽅法について質問したところ、「⼀般選抜（前期⽇程）」が 2,356 件（39.2％）で
最も⾼く、「学校推薦型選抜」が 2,019 件（33.6％）と続いている。 
 

選択肢 件数 

⼀般選抜（前期⽇程） 2,356 

⼀般選抜（中期⽇程） 1,363 

⼀般選抜（⽇程未定） 1,594 

総合型選抜 1,012 

学校推薦型選抜 2,019 

 

 
 

 

39.2%

22.7%

26.5%

16.8%

33.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

⼀般選抜（前期⽇程）

⼀般選抜（中期⽇程）

⼀般選抜（⽇程未定）

総合型選抜

学校推薦型選抜
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全体集計結果 
※パーセンテージはいずれも、⼩数点第２位を四捨五⼊し記載。 

問１ あなたが現在お住まいの地域について教えてください（あてはまるもの 1 つにマーク）  

 選択肢 件数 構成⽐ 
 岡⼭県 1,571 10.0% 

 広島県 3,532 22.4% 
 ⼭⼝県 4,588 29.1% 
 ⿃取県 361 2.3% 
 島根県 911 5.8% 
 ⾹川県 628 4.0% 
 徳島県 83 0.5% 
 愛媛県 1,791 11.3% 
 ⾼知県 372 2.4% 
 福岡県 374 2.4% 
 佐賀県 1 0.0% 
 ⻑崎県 524 3.3% 
 熊本県 114 0.7% 
 ⼤分県 240 1.5% 
 宮崎県 496 3.1% 
 ⿅児島県 142 0.9% 
 沖縄県 8 0.1% 
 その他 28 0.2% 
 無回答 19 0.1% 
 合計 15,783 100.0% 
    

問２ 性別をお答えください（あてはまるもの１つにマーク）   

 選択肢 件数 構成⽐ 
 男性 7,072 44.8% 

 ⼥性 8,325 52.7% 
 回答しない 340 2.2% 
 無回答 46 0.3% 
 合計 15,783 100.0% 
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問３ ⾼校卒業後の希望進路をお答えください。（現時点であてはまるもの１つにマーク） 

 選択肢 件数 構成⽐ 
 進学 14,179 89.8% 

 就職 856 5.4% 
 現時点では未定 716 4.5% 
 無回答 32 0.2% 
 合計 15,783 100.0% 
    

問４ あなたが志向する学問分野について教えてください（あてはまるもの 1 つにマーク） 
 選択肢 件数 構成⽐ 

 ⽂系志向 5,694 36.1% 
 どちらかといえば⽂系志向 1,732 11.0% 
 理系志向 4,307 27.3% 
 どちらかといえば理系志向 1,582 10.0% 
 現時点では決まっていない 1,533 9.7% 
 その他 874 5.5% 
 無回答 61 0.4% 
 合計 15,783 100.0% 
    

問５ 
あなたが進学先の学部学科等を決定する際に重視することについて教えてください（あてはまるもの

３つにマーク） 
 選択肢 件数 回答率 

 学部・学科等の学びの分野 10,919 69.2% 
 取得可能な資格 6,472 41.0% 
 就職状況のよさ 6,269 39.7% 
 校舎・施設の充実度 3,289 20.8% 
 学費 4,812 30.5% 
 奨学⾦制度の充実度 833 5.3% 
 学校の伝統・知名度 1,098 7.0% 
 アクセス・⽴地 3,159 20.0% 
 ⼊試の難易度・⼊試科⽬ 4,828 30.6% 
 ※回答率＝件数÷15,783(全回答件数)  
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問６ 志望校選びの際に誰の意⾒を参考にしますか （最もあてはまるもの１つにマーク）  

 選択肢 件数 構成⽐ 
 主に⽗親 1,549 9.8% 

 主に⺟親 5,260 33.3% 
 兄弟姉妹 641 4.1% 
 ⾼校教員 4,366 27.7% 
 塾・予備校教職員 1,048 6.6% 
 先輩・友⼈ 1,027 6.5% 
 その他 1,806 11.4% 
 無回答 86 0.5% 
 合計 15,783 100.0% 
    

問７ 
あなたは周南公⽴⼤学が構想中の新設学部学科のなかでどの学科を受験したいと思いますか（最もあて

はまるもの１つにマーク） 
 選択肢 件数 構成⽐ 

  経済経営学部「経済経営学科（仮称）」を受験したい 2,039 12.9% 
  ⼈間健康科学部「スポーツ健康科学科（仮称）」を受験したい 1,140 7.2% 
  ⼈間健康科学部「看護学科（仮称）」を受験したい 1,256 8.0% 
  ⼈間健康科学部「福祉学科（仮称）」を受験したい 556 3.5% 
  情報科学部「情報科学科（仮称）」を受験したい 1,018 6.4% 
  いずれの学科も受験したいと思わない 9,117 57.8% 
 無回答 657 4.2% 
 合計 15,783 100.0% 
    

 問８〜問 9 は、問７で「受験したい」と回答した者が対象。 
    

問８ 
あなたは問７で「受験したい」と回答した学科に合格した場合、⼊学したいと思いますか（最もあては

まるもの１つにマーク） 
 選択肢 件数 構成⽐ 

  ⼊学したい 1,325 22.1% 
  ⼊学するか検討したい 4,608 76.7% 
 無回答 76 1.3% 
 合計 6,009 100.0% 
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問９ 受験の際に利⽤したい⼊試⽅法をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク） 
 選択肢 件数 回答率 
 ⼀般選抜（前期⽇程） 2,356 39.2% 
 ⼀般選抜（中期⽇程） 1,363 22.7% 
 ⼀般選抜（⽇程未定） 1,594 26.5% 
 総合型選抜 1,012 16.8% 
 学校推薦型選抜 2,019 33.6% 
 ※回答率＝件数÷6,009（問７で「受験したい」と回答した件数）   

    

 問１０は、問７で「いずれの学科も受験したいと思わない」と回答した者が対象。 
    

問 10 
あなたが問７で「いずれの学科も受験したいと思わない」と回答した理由について教えてください（あ

てはまるものすべてにマーク） 
 選択肢 件数 回答率 
 興味・関⼼のある学問分野ではないから 6,228 68.3% 
 興味・関⼼のある学問分野だが、他⼤学への進学を希望しているから 916 10.0% 
 興味・関⼼のある学問分野だが、新設学部学科への進学は不安だから 232 2.5% 
 ⼤学名を知らないから 1,545 16.9% 
 通学距離が遠いから 1,047 11.5% 
 卒業後、進学を考えていないから 498 5.5% 
 その他 626 6.9% 
 ※回答率＝件数÷9,117（問 7 で「いずれの学科も受験したいと思わない」と回答した件数） 
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【資料】アンケート調査⽤紙 
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本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

1

周南公立大学　新設学部設置構想についての高校生アンケート調査
対象：2022年度　高校2年生

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
　周南公立大学（山口県周南市）は、2024年4月に現行の２学部3学科からの改組・新設により3学部5学科の設置を構想しています。本学ではこのアンケ
ート調査を通して、高校生の皆さんからさまざまなご意見をお伺いし、構想の参考にさせていただきたいと考えています。本アンケートから得た情報は設
置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。
　つきましては、アンケート調査へのご協力をよろしくお願いいたします。
※このアンケート調査は周南公立大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【アンケート記入にあたっての注意事項】
・記入は必ず黒鉛のシャープペンシル、または黒鉛筆を使用してください。
・訂正する場合は、消しゴムできれいに消してください。
・解答用紙（マークシート）を汚したり、折り曲げたりしないでください。

　

正しい回答のように丁寧に塗りつぶしてください。誤った回答の場合、正確に読み込めず判断できない場合があります。
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

問 1  あなたが現在お住まいの地域について教えてください（あてはまるもの1つにマーク）

        岡山県　　 広島県　　 山口県　　 鳥取県　　 島根県　　 香川県　　 徳島県　　 愛媛県　　

高知県　　 福岡県　　 佐賀県　　 長崎県　　 熊本県　　 大分県　　 宮崎県　　 鹿児島県　

沖縄県　　 その他（　　　　　　　）

問 2  性別をお答えください（あてはまるもの１つにマーク）

        男性　　　 女性　　　 回答しない

問 3  高校卒業後の希望進路をお答えください。（現時点であてはまるもの１つにマーク）

        進学　　　 就職　　　 現時点では未定

問 4  あなたが志向する学問分野について教えてください（あてはまるもの1つにマーク）

        文系志向　 どちらかといえば文系志向　 理系志向　 どちらかといえば理系志向　

現時点では決まっていない　 その他

問 5  　あなたが進学先の学部学科等を決定する際に重視することについて教えてください（あてはまるもの３つにマーク）

        学部・学科等の学びの分野　　 取得可能な資格　　 就職状況のよさ　　 校舎・施設の充実度　　 学費　

奨学金制度の充実度　　　　　 学校の伝統・知名度 アクセス・立地　　 入試の難易度・入試科目　

問 6  志望校選びの際に誰の意見を参考にしますか　（最もあてはまるもの１つにマーク）

        主に父親　 主に母親　 兄弟姉妹　 高校教員　 塾・予備校教職員　 先輩・友人　 その他

【資料20】
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本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

以下の設問は、「別紙リーフレット」をご覧の上、回答をお願いします。

問 7  あなたは周南公立大学が構想中の新設学部学科のなかでどの学科を受験したいと思いますか（最もあてはまるもの１つにマーク）

        経済経営学部「経済経営学科（仮称）」を受験したい→問８～９にお答えください

人間健康科学部「スポーツ健康科学科（仮称）」を受験したい→問８～９にお答えください

人間健康科学部「看護学科（仮称）」を受験したい→問８～９にお答えください

人間健康科学部「福祉学科（仮称）」を受験したい→問８～９にお答えください

情報科学部「情報科学科（仮称）」を受験したい→問８～９にお答えください

いずれの学科も受験したいと思わない→問10にお答えください

問８～問９は問７で「受験したい」と回答された方にお尋ねします。

問 8  あなたは問７で「受験したい」と回答した学科に合格した場合、入学したいと思いますか （最もあてはまるもの１つにマーク）

        入学したい　　　 入学するか検討したい　

問 9  受験の際に利用したい入試方法をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク）

        一般選抜（前期日程）　 一般選抜（中期日程）　 一般選抜（日程未定）　 総合型選抜　

学校推薦型選抜　

※問10は、問７で「いずれの学科も受験したいと思わない」と回答された方にお尋ねします。

問 10  あなたが問７で「いずれの学科も受験したいと思わない」と回答した理由について教えてください（あてはまるものすべてにマー
ク）

        興味・関心のある学問分野ではないから

興味・関心のある学問分野だが、他大学への進学を希望しているから（大学名　　　　　　　）

興味・関心のある学問分野だが、新設学部学科への進学は不安だから

大学名を知らないから

通学距離が遠いから

卒業後、進学を考えていないから

その他

質問は以上です。ご協力いただきありがとうございました。
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【資料】学部学科概要 
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